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佐々木良一郎議員

地域活性化

団
塊
世
代
の
受
け
入
れ
に
遊
休
農
地
活
用

新
規
農
林
就
業
研
修
の
受
け
入
れ
を
検
討

テレビ放送

デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
対
す
る
町
の
方
策

広
報
や
チ
ラ
シ
で
町
民
に
周
知

町の考えを聞く

質
問

町
内
に
は
農
地
が
、

約
五
九
五
�
あ
る
が
、
実
際
耕

作
さ
れ
て
い
る
農
地
は
三
二
八

�
だ
。
遊
休
農
地
二
六
七
�
を

二
〇
〇
七
年
か
ら
は
じ
ま
る
団

塊
の
世
代
の
人
達
を
受
け
入
れ

る
方
法
と
し
て
、
小
面
積
農
地

付
き
宅
地
を
売
買
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。
本
町
の
人

口
増
加
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

町
の
交
流
居
住

促
進
委
員
会
に
お
い
て
、
新
規

農
林
業
就
業
研
修
の
受
け
入
れ

先
農
家
を
支
援
す
る
事
業
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
農
地
付
き
宅
地
に
つ

い
て
は
、
農
用
地
以
外
の
遊
休

農
地
を
活
用
し
て
行
う
場
合
は

可
能
と
思
う
が
、
新
規
就
農
者

の
農
地
取
得
は
営
農
計
画
を
持

ち
耕
作
意
欲
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
要
件
で
あ
る
。

質
問

町
内
の
農
家
で
は
、

子
供
を
高
校
、
大
学
に
進
学
さ

せ
た
く
て
も
所
得
が
少
な
く
進

学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
家

庭
も
あ
る
。
学
費
に
充
て
る
た

め
小
面
積
の
農
地
で
も
売
買
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
。
こ
れ
に

は
「
特
区
」
を
使
用
す
れ
ば
可

能
で
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長

「
別
段
面
積
」

と
し
て
知
事
が
公
示
す
る
こ
と

で
五
〇
�
か
ら
一
〇
�
以
上
に

緩
和
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

質
問

近
年
中
に
現
在
の
ア

ナ
ロ
グ
放
送
が
終
わ
り
、
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
な
る
。
そ
う
な
る

と
、
今
使
用
し
て
い
る
テ
レ
ビ

は
現
在
の
ま
ま
で
は
使
用
で
き

な
く
な
る
。
町
で
は
何
ら
か
の

方
策
を
考
え
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

二
〇
一
一
年
七

月
二
十
四
日
ま
で
に
は
現
在
の

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
な
る
。

県
内
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
二
〇
〇
五
年
十

二
月
か
ら
、
民
法
テ
レ
ビ
局
は

二
〇
〇
六
年
十
月
か
ら
県
内
の

一
部
で
放
送
が
始
ま
っ
て
い
る
。

本
町
の
中
継
局
整
備
は
、
民

放
が
二
〇
〇
九
年
ま
で
に
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
二
〇
一
〇
年
の
計
画
に

な
っ
て
お
り
、
視
聴
す
る
た
め

の
機
器
が
必
要
と
な
る
。
町
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に

伴
い
、
町
民
に
対
し
広
報
や
チ

ラ
シ
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

質
問

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

聴
す
る
た
め
、
町
民
に
機
器
購

入
に
対
す
る
補
助
を
行
う
考
え

は
な
い
か
。

横
田
総
務
課
長

補
助
は
考

え
て
い
な
い
。

遊休農地をなくすための取り組みとして「南部そ
ば」の試験作付けが行われました（お手伝いをす
る豊間根小学校の児童と豊間根保育園の園児）


